
             

保護者の皆様へ                                                                                                    

                  新型コロナウイルス感染症の予防について（お知らせ）           きらら保育園・きらら幼保園        

 

園での主な取り組み 家庭での取り組み 

１． 各職員は、毎朝検温等の健康チェックを行い、マスクを着用していま

す。（活動場所、内容、外気温によっては外します。） 

２． 送迎時には、手洗いもしくは手指の消毒をして、保護者の室内滞在時

間ができるだけ短くなるようにお願いしています。 

３． 朝の受け入れ時には、園児の視診や検温の記載等を確認して、健康

チェックを細やかに行います。 

４． 登園後、発熱などの風邪症状を確認した時は、別の部屋で対応しま

す。（咳等の体調不良児には小児用マスクを着用） 

また、３７．５℃以上になればお迎えをお願いしています。 

５． 保育室では窓を開けるなど、常に換気を行います。 

＊エアコン使用時には換気扇で換気を行い、定期的（１時間に１回程

度）に換気を行います。 

６． 施設内の園児がよく触れる箇所は、１日１回以上、消毒液で消毒をし

ます。また、定期的に玩具の消毒を行います。 

７． 年齢に応じた手洗い指導を適宜行い、活動ごとにこまめに手を洗うよ

うに促します。 

８． 食事前には、机やいす等のアルコール消毒を行い、食事環境を清潔

にしています。 

９．  食事の際には、間隔をあけて前向きに座る等、同時に喫食する人数   

を減らす工夫をし、園児には大きな声で話さないように働きかけます。 

１０． 午睡時はできるだけ間隔をあけて布団を敷くことや、教育・保育内

容においても時間を配慮して、園児同士が密集・密接にならないよう

な環境づくりを工夫します。 

１． 毎朝、必ず園児および送迎者の検温をしましょう。 

＊ 保護者の方も家庭での検温の記録を残すことをお勧めします。 

２． 体温が３７．５℃以上の場合は、登園を見合わせてください。また、解

熱後２４時間以上が経過し、呼吸器症状が改善するまでは登園を控

えてください。 

３． 送迎時、保護者の方はマスクを着用しましょう。また、子どもにマスクを

着用させる場合は、はずした時に置く場所などの約束事を伝え、熱中

症対策にも気をつけましょう。 

４． 送迎時での保護者同士の会話についても、なるべく距離を保ち、短時

間ですませましょう。 

５． 外出時には、必ずうがいや石けんで手を洗う習慣をつけましょう。 

６． 充分な睡眠、適度な運動、バランスの取れた食事など、免疫力を高

める生活を心がけましょう。 

７． 園児が使う手拭きタオルやハンカチ、コップ、 

コップ袋等は毎日洗って、 

衛生面に気をつけましょう。 

 

 

＊不安なことや困ったことがある時は、園にご相談ください。 

＊風邪症状等が続き気になる場合は、医療機関などへのご相談をお

勧めします。 

 

 

 



 


